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2008年10月 フードバンク山梨設立
2009年  9月  ＮＰＯ法人格取得 
2015年  7月   全国初の「フードバンク   
                         こども支援プロジェクト」 
                         開始 
2015年11月  全国フードバンク推進協 
                         議会を設立 

 

 1.フードバンク山梨のはじまり 



 

 

 

安全に食べられるのに、箱が壊れたり、印字が薄くなったりして、販売

できない食品を企業などから寄贈してもらい、必要としている施設や団

体、困窮世帯に無償で提供する活動です。 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 ・日本でまだ食べられるのに捨てられている食品は年間632万トンで、  

  国民１人１日当たりほぼ１食分が廃棄されています。 

 ・企業は廃棄コストの削減となり、地域の社会貢献にもなります。 

   ・フードバンクはもったいないを、ありがとうに変える活動です。 

 

フードバンク山梨の取り組み 



外箱の破損 

贈答品（一般家庭） 

寄贈される食品の例 

防災品 

返 品 



   

 

 

 

同意書締結した食品提供企業は 54 社 
                      

協力企業 (2017年3月31日現在) 

その他42社 

食品提供企業 

寄付、協賛企業・団体 

その他190社、団体（延べ数） 個人 1500件（延べ数） 



 フードドライブとは、一般家庭の食品を寄付し、

寄付された食品を福祉施設や困窮世帯に提供する活

動です。 

 市民同士が助け合う共助の関係を築くことにつな

がります。また、寄付者自身が食品ロスや貧困問題

を考える機会になり、市民のフードバンクに対する

認知度向上にも貢献することができます。 

市民参加のフードドライブ



2.食のセーフティネット事業 
～山梨モデル～ 
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食のセーフティネット事業のきっかけ 



フードバンク山梨   の役割  

食料支援 

月２回、最大３ヶ月困窮世
帯へ宅配便で食品と手紙を
配送する。 

行政・社協 
各種団体 

フードバンク山梨 困窮世帯 支援要請 食料支援 

連携機関は49に増加（2017年6月現在）  

地域包括 
支援センター 

保健師 

福祉課 

行政機関 

社会福祉協議会 

福祉施設 

学校 

医療機関 

民生委員 

生活困窮 
者の情報 
提供 

食料 
支援 

高齢者 

失業者 

ひとり親家庭 

外国人 

路上生活者 

命を支える食と 
心のきずなを届けます 

子育て支援課 

食のセーフティネット 山梨モデル 



世帯によってお送りする食品は異なり、１つ１つ心を込めて箱詰めをしています。
１～２人世帯は平均７㎏、３人以上の世帯は１２㎏を平均を目安にお送りします。 

お菓子が沢山入った家族用の箱 乳児のためのミルクや離乳食が入った箱 

お渡しする食品の例 



個人別ファイルの家族構成にあわせて食品箱詰め作業を行っ
ています 

 個別ファイルをもとに食品を厳選し発送 

毎月2回、ボランティアさんと共に食品を梱包し、
配送しています 

2016年度は276世帯（2336件）に22トンの食品をお送りすることができました 



3.子どもの貧困 



世界の中の日本 

朝
日
新
聞 

子どもの貧困格差、日本は先進４１カ国中３４位 



30% 

70% 19歳以下の子ども 

20歳以上の大人 

総支援人数 2303人（1155世帯） 

1613人 

（2010年11月～2015年3月） 

690人 

１９歳以下の子どもの割合 
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 1人1日あたりの食費が400円未満の世帯が7割 

対象数=７０ 

「子どもの食生活調査」 1人1日あたりの食費 

NHK・村山伸子教授と共同で行った「子供の食生活調査」より（2014年9月） 



海外の子どもの貧困 

アフリカ マリ訪問 



食品を送った方からの返信ハガキ

品物が届きました。当日私は前日か
ら続く偏頭痛で伏せっていました。
孫は朝から玄関にハンコを用意して
待っていました。 
ここに書くのは恥ずかしいのです
が、ここ数年ほんとに大変な思いを
してました。２年前、１日に豆腐１
丁しか食べさせることが出来ない時
がありました。体の大きな孫は空腹
で眠れずに夜中にフト気付くと台所
でボーッと立ちすくんでいました。
その姿は、今でも忘れる事が出来ま
せん。今皆さまにこうして 
助けていただいて 
本当に感謝しています。 

  
（祖母と孫の二人暮らし）     



日本人はインドのことよりも、日本の 
 

中で貧しい人々への配慮を優先して 
 

考えるべきです。 
 

愛はまず手近なところから始まります。 

 

                  

～マザーテレサのことば～ 



4.フードバンク 
 こども支援プロジェクト 

 全国初！ 



http://www.feedingamerica.org/about-us/we-feed-children/ 

バックパックプログラムは160以上のフードバンクで実施さ 
れ、45万人以上の子どもに食品が配布されている。 

 子どもの貧困対策としての食糧支援 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://cooptravelmaker.com/feeding-children-feeding-america-backpack-program&ei=yhJwVcvKF6e8mQWyq4OQCg&bvm=bv.94911696,d.dGc&psig=AFQjCNG07C_QaA5qkC2-v9r1KA40pXf3OQ&ust=1433493234914709


2017年 夏 フードバンクこども支援プロジェクト実績 

フードバンクこども支援プロジェクト実績 

支援世帯数  546世帯  

母子世帯割合 401世帯 
（全体の73％） 

支援人数  1964人  

19才以下の子どもの人数  1129人 
（全体の57％）  

学校からの申請件数 504世帯 

プロジェクトに関する報道実績 延べテレビ報道12回 
延べ新聞掲載23回 

延べボランティア参加者数 538名 

協賛企業・団体数 28企業・団体          



利用世帯数推移 

127 133 
222 

511 546 

288 305 

488 

1078 1129 

2015年夏 2015年冬 2016年夏 2016年冬 2017年夏 

世帯数 

子どもの

人数 

１つの小学校から申請を受付け
る 13世帯（子ども27人） 

 
中央市の小中学校からの申請受付開始 
・中央市            80世帯（子ども157人） 
・1つの小学校 17世帯（子ども  40人） 

 

南アルプス市・笛吹市の小中学校からの申請受付開始 
・南アルプス市 124世帯（子ども 246人） 
・笛吹市            179世帯（子ども 379人）  
・中央市              77世帯（子ども 155人） 

延べ3288人の子どもに 
3476箱の支援 

新たに山梨市・都留市・大月市の小中学校からの申請受付開始 
・山梨市  66世帯（子ども 131人） 
・都留市  48世帯（子ども   102人） 
・大月市  22世帯（子ども   50人） 



教育機関でのフードドライブ活動（スクールフードドライブ） 

吉田高等学校 

日川高等学校 

甲府東高等学校 

韮崎工業高等学校 

市川高等学校 

2017年夏 14校 

高等学校PTA連合会連携協定締結 



山梨県内６市と「子どもの貧困対策連携協定」を締結 
（市・教育委員会・フードバンク山梨） 

南アルプス市 
２０１７年５月２９日 ２２校 １３６世帯 

都留市 
２０１７年６月１４日 １１校 ４８世帯 

大月市 
２０１７年７月１３日 ７校 ２２世帯 

山梨市 
２０１７年６月２日 １１校 ６６世帯 

中央市 
２０１６年５月１２日 ８校 ７９世帯 

笛吹市 
２０１６年１２月５日 １９校 １５３世帯 

市名 
連携確約書締結日 小中学校数 ２０１7年夏の支援世帯数 



2017年夏 スタートイベント 箱詰め作業  

ボランティア200人

が集まり、白根高

校体育館で食品の

箱詰めをしました 



フードバンクキッチン（バーベキュー） 
甲府北ロータリークラブ様からご支援

ご協力を頂きました。39名の家族が

参加しました。 

水遊び、すいか割り、
かき氷、ポップコーンも
あり、思い出となる一日
となりました。 



対象教員数 回収数 回収率 
212 153 72.2％ 
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家庭訪問の機会以外で困窮状

況に関する相談を受けた 

家庭訪問の際に親から困窮状

況について話があった 

その他 

子どもの行動 

体格 

学用品などが買えないことが

あった 

子どもからの訴え 

体調・健康面  

家庭訪問の際に親から困窮状

況に関する話はなかったが、… 

子どもの衣服の汚れ・綻び  

何らかの支払い、集金の未納  

2016.10月実施 

2016年教員へのアンケート調査        

学校現場から見える子どもの貧困       



貧困が子どもに与える影響 
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とても思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない 

「学習意欲が低い」について（ｎ＝153、未回答6） 
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20% 

40% 

60% 

とても思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 全く思わない 

「自己肯定感が低い」について（ｎ＝153、未回答6） 

 

  

一般的に，貧困世帯（と思われる）子どもは，それ以外の子どもと比べて，以下の項目が 

当てはまると思いますか。 

73％ 

76％ 

 
       



夏・冬休み中の学習支援 

夏は、小中学生の２８名が参加。 

ボランティアさんと一緒に、宿題に取り
組みました。昼食は(株)キユーピー様
のご協力で焼きバナナ、ロールサンド、
野菜スープを皆で 
作って食べました。 
冬は２会場で実施し、 

２６名が参加しました。 

ロールサンドや焼きバナナの絵 



冬のフードバンクこども支援プロジェクト 



5.全国フードバンク推進協議会 
の取り組み 



全国フードバンク推進協議会 加盟団体 

2015年11月13日設立時11団体、2017年7月現在21団体 

   フードバンクあきた（秋田市）   
   フードバンク岩手（盛岡市） 
   フードバンクにいがた（新潟市） 
   フードバンク茨城（茨城県牛久市） 
   フードバンクところざわ（埼玉県所沢市） 

   フードバンクTAMA（東京都日野市） 
   フードバンク狛江（東京都狛江市）    
   フードバンク山梨 
   ＰＯＰＯＬＯ（静岡市）    
   フードバンク滋賀（滋賀県草津市） 
   フードバンク高知（高知市） 
   フードバンク北九州（福岡県北九州市） 
   NPOホットライン信州（長野県松本市） 
   フードバンクちば（千葉県稲毛区） 
   セカンドハーベスト京都（京都府京都市） 
   順正デリシャスフードキッズクラブ 
   （学校法人順正学園・岡山県高梁市） 
   フードバンク下関（山口県下関市） 
   NPO法人Joyステーション 
   （鹿児島県霧島市） 
   社会福祉法人南苑会熊本藤富保育園 
   （フードバンク熊本） 
   フードバンク和歌山（和歌山県和歌山市） 
   フードバンクとくしま（徳島県徳島市） 
    

加盟団体 



全国フードバンク推進協議会の今後の取り組み 

1. 政策提言・調査研究 

  関係省庁への政策提言、フードバンク活動の推進に必要  

  な情報収集・調査研究事業 

 

2. 広報 

  日本国内のフードバンクの認知度や信頼性を高めるため  

  の広報活動 

 

3. ノウハウ共有・新設フードバンク団体支援 

  個々のフードバンク団体へのノウハウ支援、研修会の開 

  催、新設団体の立ち上げ支援 



6.利用者の声 
3000通以上 



利用者の声①

（祖母と孫の二人暮らし）    

私は今月お米を買わなくてすみました。牛乳や玉子、
納豆、チーズ、お肉などのいつももっと多めに食べさ
せてやりたかったものにお金をまわす事ができまし
た。 

それでも5000円以上の出費をおさえる事ができ、
有難くて涙がでます。 

２年以上穴の空いた靴をはいている孫になんとか靴を 
と考えています。 

皆様には感謝してもしきれません。柔軟な対応をして
くださいまして本当にありがとうございました。 



利用者の声②

夏休みは、子供だけで家にいる時間がほとんど
なので、とても助かりました。 

給食がないと本当にバランスの良い食事ができ
ず、食費も倍以上になり、大変です。 

（子ども2人の家庭）     

皆さまのおかげでなんとか夏休みを乗り越えら
れました。感謝の気持ちでいっぱいです。 



利用者の声③

（母子家庭 子ども２人）    

皆親切だね。こんなに寄付してくれる人がいて 
ありがたいね。僕も大きくなったら人のために
何かやってあげたいといっています。 
 

本当に助かりました。ありがとうございました 

いつもたくさんの食品ありがとうございます。 
子ども達も大変喜んでおります。 



利用者の声④

食材も底をつき、どうしようかと考えていたときに 
品物が届き、子どもと「助かったね」と話しました。 

（母子家庭 子ども２人）     

6才と5才の娘は、女の子ですがとても良く食べ、本当
に食べ盛りなので多めに、と用意してもあっという間
になくなってしまいます。 

安定しない生活の中で食事もご飯とおかずのみという日も
多々あり、子どもに申し訳なく情けなさで泣きたくなります
が、いつも「ママ大丈夫？」の一言で勇気付けられ、今回の
ように食品を送っていただき、言葉にならない程感謝してい
ます。 
 



利用者の声⑤

一番嬉しいのは「お手紙です」毎日の子育て、
家事で自分のことを振り返る間がなく、 

気持ちの余裕がなくなると何故か全てがよくな
りません。そんな時に手紙を読むと、感謝の気
持ちや支えがあって生活できることを再確認で
きます。 

（子ども3人の家庭）     

私は、一人ではないと思え、心が温かくなりま
す。 



母親とこどもが一緒に箱を開ける様子 



食品の寄付 時間の寄付 
ボランティア 

お金の寄付 

皆様のご協力をお願いします 


